言語文化学 Vol.22　編集後記 by 山本, 佳樹
Title 言語文化学 Vol.22　編集後記
Author(s) 山本, 佳樹

























催し、言語文化学会から 3名、言語社会学会から 7名、合計 10の発表者が、 3会場に
分かれてそれぞれの研究成果を披露しました。
学会運営については、本年度は、秋田喜美先生（書記）、今尾康裕先生（学会誌後半）、
上田功先生（春の学会運営）、中村静先生（事務局）、深澤一幸先生（学会誌前半）、森
祐司先生（副委員長）、山本（委員長）、ヨコタ村上孝之先生（秋の学会運営）の 8名の
教員委員（五十音順）、伊藤啓さん、江南雁さん、中野遼子さん、馬リャンリャンさん、
林蔚棺さんの 5名の院生委員（五十音順）および、事務局補佐の中井啓子さんからなる、
総勢 14名のスタッフが担当しました。とりわけ、助教の中村さんにはたいへんお世話
になりました。 4月に赴任していきなり事務局を担当することになり、最初は戸惑いも
あったと思いますが、学会運営に伴う実務上の煩雑な仕事を一手に引き受けて、学会の
屋台骨を支えてくださいました。
今年度の試みのひとつとして、研究発表の際、言語文化学会の発表者の司会は言語社
会学会の先生に、言語社会学会の発表者の司会は言語文化学会の先生にお願いする、と
いうやり方を、これまで以上に徹底しようとしたことが挙げられます。新たな出会いや
学術的意見交換のきっかけとなれば幸いです。こうした小さな工夫の積み重ねが、両学
会の交流を着実に深めていくための一助となることを願っています。
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